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フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
特
別
展
を
開
催
し
て

熊　
　
　

博　

毅

　

同
じ
時
代
で
は
分
か
ら
ず
、
通
り
過
ぎ
て
か
ら
見
え
て
く
る
も

の
が
あ
る
。
歴
史
と
は
そ
う
い
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
合
は
、
結
果
が
明
確
に
出
る
だ
け
に
、

長
い
時
間
が
経
っ
て
か
ら
振
り
返
ら
な
く
て
も
、
同
時
代
的
に
歴

史
上
で
の
位
置
づ
け
が
判
断
し
や
す
い
。

　

一
三
〇
年
近
く
に
及
ぶ
関
西
大
学
の
歴
史
の
な
か
に
は
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
し
て
も
数あ
ま
た多
の
栄
光
の
軌
跡
が
あ
る
。
昭
和
初
期
、
多

数
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出
し
た
陸
上
部
や
、
昭
和
三
十
年

代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
二
度
の
全
国
優
勝
を
果
た
し
た
野
球

部
な
ど
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
時
代
、
黄
金
色
に
光
り
輝
い
て
い
た
。

そ
う
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
髙
橋
大
輔
選
手
、
織
田
信
成
選
手
、

町
田 

樹
選
手
が
活
躍
し
た
二
〇
一
〇
年
の
前
後
十
年
ほ
ど
は
、
関

西
大
学
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
も
間
違
い
な
く
黄
金
時
代
を
迎

え
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
感
動
を
あ
り
が
と
う
!

　
　
　

髙
橋
大
輔
選
手　

織
田
信
成
選
手
」
展

　

年
史
資
料
展
示
室
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
髙
橋
大
輔
さ
ん
、
織
田

信
成
さ
ん
か
ら
メ
ダ
ル
や
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
を
借
用
し
て
展
示
を

行
っ
て
き
た
。

　

常
設
展
示
室
の
中
で
メ
ダ
ル
な
ど
を
飾
る
と
と
も
に
、
平
成
二

十
二
年
（
二
〇
一
〇
）、
第
二
十
一
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
カ
ナ

ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
大
会
）の
あ
と
に
は
「
感
動
を
あ
り
が
と
う
!　

髙
橋
大
輔
選
手　

織
田
信
成
選
手
」
と
題
す
る
特
別
展
を
開
催
し
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た
。
こ
の
と
き
は
両
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
着
用
し
た
コ
ス
チ

ュ
ー
ム
と
、
髙
橋
選
手
が
獲
得
し
た
日
本
男
子
フ
ィ
ギ
ュ
ア
初
の

銅
メ
ダ
ル
を
二
日
限
定
で
展
示
し
た
（
た
だ
し
、
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

は
メ
ダ
ル
返
却
後
も
し
ば
ら
く
展
示
し
た
）。

　

五
月
十
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
教
育
後
援
会
総
会
と
、
そ

の
前
日
の
二
日
間
で
合
計
四
五
〇
〇
人
の
来
館
者
を
数
え
た
。
展

示
室
の
面
積
に
比
し
て
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
が
一
と
き
に
押

し
寄
せ
た
た
め
、
展
示
室
か
ら
あ
ふ
れ
出
た
長
蛇
の
列
は
、
簡
文

館
か
ら
遠
く
法
文
坂
の
中
腹
、
総
合
図
書
館
横
あ
た
り
ま
で
伸
び
、

最
長
二
時
間
半
待
ち
の
行
列
と
な
っ
た
。

「
世
界
を
魅
せ
た
ト
ッ
プ
ス
ケ
ー
タ
ー

 

髙
橋
大
輔
選
手　

織
田
信
成
選
手

 

町
田　

樹
選
手　

栄
光
の
軌
跡
」
展

　

そ
れ
か
ら
四
年
。
再
び
め
ぐ
り
来
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の

平
成
二
十
六
年
度
（
二
〇
一
四
）
に
、
年
史
編
纂
室
で
は
フ
ィ
ギ

ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
に
関
す
る
二
度
の
特
別
展
を
開
催
し
た
。
一
回
目

は
髙
橋
大
輔
さ
ん
と
織
田
信
成
さ
ん
、
町
田 

樹
さ
ん
三
人
の
栄
光

の
足
跡
を
振
り
返
る
「
世
界
を
魅
せ
た
ト
ッ
プ
ス
ケ
ー
タ
ー　

髙

橋
大
輔
選
手　

織
田
信
成
選
手　

町
田 

樹
選
手　

栄
光
の
軌
跡
」

展
で
あ
る
。

　

会
期
は
平
成
二
十
六
年
五
月
十
七
日
（
土
）
か
ら
八
月
四
日

（
月
）
ま
で
の
約
二
ヵ
月
半
。
期
間
中
の
五
月
十
八
日
（
日
）
に
は

本
学
学
生
の
父
母
や
保
護
者
約
六
〇
〇
〇
人
が
参
加
す
る
教
育
後

2010年の特別展
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援
会
総
会
、
六
月
十
五
日
（
日
）
と
八
月
三
日
（
日
）、
四
日
（
月
）

に
は
受
験
生
を
対
象
と
す
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

る
た
め
、
数
多
く
の
来
館
者
が
見
込
ま
れ
た
。

　

平
成
二
十
二
年
の
特
別
展
が
、
狭
い
年
史
資
料
展
示
室
を
会
場

と
し
た
た
め
、
来
館
者
を
収
容
し
き
れ
な
か
っ
た
反
省
に
基
づ
き
、

年
史
資
料
展
示
室
の
二
階
に
あ
る
博
物
館
常
設
展
示
室
内
の
大
型

ケ
ー
ス
二
台
を
使
用
し
て
展
示
す
る
こ
と
に
し
た
。「
栄
光
の
軌

跡
」
展
で
配
列
し
た
品
々
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
髙
橋
大
輔
選
手
】

①　
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
〇
六
年
）
八
位
入
賞　

賞
状

②　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
一
四
年
）
シ
ョ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
Ｓ
Ｐ
）・
フ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｆ
Ｐ
）
で
着
用
し
た

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
二
着

③　
二
〇
〇
五

－
二
〇
〇
六
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

フ
ァ
イ
ナ
ル
（
東
京
）
銅
メ
ダ
ル

④　Japan International Challenge 2005 

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

⑤　
第
七
十
四
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
五
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
総
合
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

栄光の軌跡展の様子
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⑥　
第
七
十
四
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
五
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
金
メ
ダ
ル

⑦　
第
七
十
五
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
六
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
総
合
優
勝
カ
ッ
プ

⑧　
二
〇
〇
七

－

二
〇
〇
八　

Ｉ
Ｓ
Ｕ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
グ

ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル　

男
子
シ
ン
グ
ル
銀
メ
ダ
ル

⑨　
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼
」
色
紙
（
二
〇
一
四

年
三
月
十
三
日
）

【
織
田
信
成
選
手
】

①　
二
〇
一
三
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯　

Ｆ
Ｐ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
一
点

②　
二
〇
〇
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯　

男
子
シ
ン
グ
ル
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

③　
二
〇
〇
五
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯　

男
子
シ
ン
グ
ル
金
メ
ダ
ル

④　
第
七
十
四
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会　

男
子
シ
ン
グ
ル
総
合
二
位
ト
ロ
フ
ィ
ー

【
町
田 

樹
選
手
】

①　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
一
四
年
）
Ｆ
Ｐ
コ
ス
チ
ュ
ー
ム

（
ソ
チ
個
人
戦
、
ソ
チ
団
体
戦
・
世
界
選
手
権
着
用
）
二
点

②　
ス
ケ
ー
ト
靴

③　
二
〇
一
四
年
世
界
選
手
権
大
会　

銀
メ
ダ
ル
（
Ｓ
Ｐ
・
金
、

Ｆ
Ｐ
・
銀
、
総
合
・
銀
）

④　
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
色
紙
（
二
〇
一
四
年

三
月
十
三
日
）

【
髙
橋
・
織
田
・
町
田
三
選
手
】

①　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
用
ジ
ャ
ー
ジ
（
髙
橋
・

織
田
選
手
サ
イ
ン
入
り
）

②　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
髙
橋
選
手
・
織
田
選
手
出

場
）
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
寄
せ
書
き
日
章
旗

③　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
髙
橋
・
町
田
選
手
出
場
）
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
寄
せ
書
き
日
章
旗

④　
髙
橋
・
織
田
・
町
田
選
手
寄
せ
書
き
色
紙
（
二
〇
一
四
年
四

月
二
十
一
日
）

⑤　
三
選
手
が
活
躍
し
て
い
る
写
真

⑥　
「
栄
光
の
軌
跡
」
展
解
説
パ
ネ
ル

　

特
別
展
は
、
開
始
二
日
目
の
五
月
十
八
日
（
日
）
に
最
初
の
大
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き
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
。
教
育
後
援
会
総
会
に
出
席
し
た
学
生
の

父
母
や
保
護
者
の
方
た
ち
が
、
特
に
午
後
、
大
挙
し
て
来
館
し
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
一
日
で
の
入
館
者
数
は
二
三
三
二
人
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
程
度
予
想
し
た
数
字
で
あ
っ
た
。

　

四
年
前
の
反
省
か
ら
、
展
示
場
所
を
変
更
し
て
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ス
ペ
ー
ス
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
館

外
に
人
が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

多
人
数
が
短
時
間
に
集
中
す
る
現
象
は
変
わ
ら
ず
、
前
回
ほ
ど
で

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
や
は
り
入
場
待
ち
の
列
が
簡
文
館
の
外
ま

で
伸
び
た
。
こ
れ
は
予
想
外
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
入
館
者
数
は
順
調
に
伸
び
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
一
ヵ
月

近
く
経
っ
た
六
月
十
五
日
（
日
）、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
に

累
計
入
館
者
数
が
五
〇
〇
〇
人
を
突
破
し
た
（
こ
の
日
の
入
館
者

数
は
七
二
五
人
）。
両
親
と
と
も
に
関
西
大
学
を
訪
れ
た
女
子
高
校

生
が
記
念
す
べ
き
入
館
者
で
あ
っ
た
。
年
史
編
纂
室
で
は
記
念
入

館
者
証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
同
じ
く
一

万
人
目
の
記
念
入
館
者
も
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
て

い
る
八
月
三
日
（
日
）
に
達
成
し
た
。
五
〇
〇
〇
人
目
同
様
、
記

念
証
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

館外へあふれ出た行列
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ま
た
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
関
係
で
は
、
会
期
終
了
後
の

八
月
二
十
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
高
槻
ミ
ュ
ー
ズ
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
、
千
里
山
で
行
っ
た
展
示
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
の
出
張
展
示
を
行
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
示
を
行

う
こ
と
は
、
高
校
生
や
そ
の
父
母
な
ど
に
対
し
、
関
西
大
学
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
る
と
考
え
、
積
極
的
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

　

関
西
大
学
博
物
館
・
年
史
資
料
展
示
室
は
通
常
、
月
曜
か
ら
土

曜
の
十
時
か
ら
十
六
時
ま
で
が
開
館
時
間
と
な
っ
て
い
る
。
大
学

の
博
物
館
と
い
う
こ
と
か
ら
、
授
業
が
行
わ
れ
な
い
日
曜
や
祝
日

は
休
館
と
な
る
の
が
一
般
の
博
物
館
や
美
術
館
と
異
な
る
大
学
博

物
館
の
特
殊
性
で
あ
る
。

　

た
だ
、
学
内
行
事
と
の
関
係
で
日
曜
も
開
館
す
る
こ
と
は
あ
る
。

「
栄
光
の
軌
跡
」
展
の
時
も
五
月
十
八
日
（
教
育
後
援
会
総
会
）、

六
月
十
五
日
、
八
月
三
日
（
と
も
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の

三
日
間
は
、
当
初
か
ら
日
曜
開
館
を
予
定
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
五
月
二
十
五
日
（
日
）
に
髙
橋
大
輔
さ
ん
や
町
田 

樹

さ
ん
を
含
む
プ
ロ
ス
ケ
ー
タ
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
が
大
阪
府
立
臨
海

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
日
の
日
曜
特

別
開
館
を
望
む
声
が
年
史
編
纂
室
や
博
物
館
へ
数
多
く
寄
せ
ら
れ

た
。
開
館
に
あ
た
っ
て
は
出
勤
ス
タ
ッ
フ
の
割
り
当
て
な
ど
、
い

く
つ
か
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の

問
題
を
処
理
し
た
上
で
開
館
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

当
日
は
午
後
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
る
た
め
、
午
前
十
時
の
開
館
と
同
時
に
た
く
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が

詰
め
か
け
た
。
明
ら
か
に
遠
来
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
キ
ャ
リ
ー

入館5000人目の記念証贈呈
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バ
ッ
ク
持
参
の
人
も
多
数
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
日
一
日
の
入
館

者
は
二
四
八
人
。
前
日
の
土
曜
に
来
た
人
も
一
六
八
人
い
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
ら
み
で
大
阪
へ
来
た
人
た
ち
が
関
西
大

学
へ
訪
れ
た
の
は
両
日
で
四
百
人
余
り
と
考
え
ら
れ
た
。

　

結
局
、
二
ヵ
月
半
の
会
期
中
、
全
国
か
ら
数
多
く
の
フ
ァ
ン
が

訪
れ
、
合
計
一
万
一
九
九
二
人
の
来
館
者
数
を
記
録
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
単
独
の
企
画
展
と
し
て
は
過
去
最
高
の
数
字
で
あ
っ
た
。

「
勇
気
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
! 

髙
橋
大
輔
さ
ん
」展

　

夏
の
特
別
展
が
終
わ
り
、
夏
休
み
が
明
け
、
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学

生
た
ち
の
日
常
生
活
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ば
ら

く
し
た
平
成
二
十
六
年
十
月
十
四
日
（
火
）、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー
ス

が
日
本
国
中
を
駆
け
め
ぐ
っ
た
。
髙
橋
大
輔
さ
ん
の
引
退
で
あ
る
。

突
然
の
発
表
に
対
し
て
フ
ァ
ン
か
ら
は
惜
別
や
ね
ぎ
ら
い
の
声
が

相
次
い
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
年
史
編
纂
室
で
は
急
遽
、
髙
橋
大
輔
さ
ん
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
「
勇
気
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
! 

髙
橋
大
輔
さ

ん
」
展
の
開
催
を
決
定
し
、
髙
橋
大
輔
さ
ん
に
特
別
展
の
開
催
を

打
診
し
た
。
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
特
別
展
で
展
示
し
た
の

髙橋大輔展の展示状況
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は
次
の
よ
う
な
品
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

銅
メ
ダ
ル
と
二
〇
一
〇
年
世
界
選
手
権
大
会
の
金
メ
ダ
ル
、
こ
れ

ま
で
の
大
会
で
着
用
し
た
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
六
着
な
ど
は
、
フ
ァ
ン

必
見
の
お
宝
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。

①　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
一
〇
年
）
の
銅
メ
ダ

ル（
布
製
の
収
納
ケ
ー
ス
や
メ
ダ
ル
を
包
む
ス
カ
ー
フ
を
含
む
）

②　
二
〇
一
〇
年
世
界
選
手
権
大
会　

金
メ
ダ
ル
（
Ｓ
Ｐ
・
金
、

Ｆ
Ｐ
・
金
、
総
合
・
金
）

③　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二

〇
一
四
年
）
で
着
用
し
た
も
の
を
含
む
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
六
着

④　
ス
ケ
ー
ト
靴
と
布
製
ブ
レ
ー
ド
カ
バ
ー

⑤　
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド

⑥　
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
二
〇
〇
六
年
）
八
位
入
賞　

賞
状

⑦　Japan International Challenge 2005　

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

⑧　
二
〇
〇
五

－

二
〇
〇
六
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

フ
ァ
イ
ナ
ル
（
東
京
）
銅
メ
ダ
ル

⑨　
第
七
十
四
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
五
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
総
合
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー

⑩　
第
七
十
四
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
五
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
金
メ
ダ
ル

⑪　
第
七
十
五
回
全
日
本
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
大
会

（
二
〇
〇
六
年
）
男
子
シ
ン
グ
ル
総
合
優
勝
カ
ッ
プ

⑫　
二
〇
〇
六
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯　

男
子
シ
ン
グ
ル
金
メ
ダ
ル

⑬　
二
〇
〇
七
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯　

男
子
シ
ン
グ
ル
金
メ
ダ
ル

⑭　
二
〇
〇
七

－

二
〇
〇
八　

Ｉ
Ｓ
Ｕ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
グ

ラ
ン
プ
リ
フ
ァ
イ
ナ
ル　

男
子
シ
ン
グ
ル
銀
メ
ダ
ル

⑮　
「
全
力
を
出
し
き
る
‼　

目
指
す
は
金
‼
」
色
紙
（
二
〇
一

〇
年
一
月
十
二
日
）

⑯　
「
応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
‼
」
色
紙
（
二
〇
一
四

年
三
月
十
三
日
）

⑰　
髙
橋
・
織
田
・
町
田
選
手
寄
せ
書
き
色
紙
（
二
〇
一
四
年
四

月
二
十
一
日
）

⑱　
髙
橋
さ
ん
が
活
躍
し
て
い
る
写
真

　

右
の
展
示
品
の
ほ
か
に
、
髙
橋
さ
ん
の
許
可
を
得
た
う
え
で
、

髙
橋
さ
ん
が
二
〇
一
三
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
優
勝
し
た
と
き
、
金
メ

ダ
ル
を
掲
げ
て
い
る
姿
を
等
身
大
の
パ
ネ
ル
と
し
て
作
成
し
た
。
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こ
れ
を
簡
文
館
一
階
に
あ
る
年
史
資
料
展
示
室
の
入
口
付
近
に

「
記
念
撮
影
コ
ー
ナ
ー
」
と
し
て
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
来
館
者
に
は

好
評
で
、
パ
ネ
ル
と
と
も
に
記
念
撮
影
を
し
て
い
く
姿
が
多
数
見

か
け
ら
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
展
示
ケ
ー
ス
の
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
円
形
の
休
憩

用
ソ
フ
ァ
ー
付
近
に
来
館
者
が
自
由
に
書
き
込
め
る
感
想
ノ
ー
ト

も
置
い
た
が
、
フ
ァ
ン
の
熱
烈
な
言
葉
が
綴
ら
れ
、
ノ
ー
ト
の
数

は
六
冊
に
達
し
た
。

　

夏
の
特
別
展
同
様
、
会
期
中
に
髙
橋
さ
ん
が
出
演
す
る
ア
イ
ス

シ
ョ
ー
が
平
成
二
十
七
年
一
月
十
日
（
土
）
か
ら
十
二
日
（
日
）

の
三
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
対
し
て
も
前
回
と
同
じ
よ
う
に
日
曜
特
別
開
館
を
望
む
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
勤
務
調
整
を
し
た
う
え
で
対

応
し
た
。

　
「
髙
橋
大
輔
」
展
は
一
月
十
七
日
に
終
了
し
た
が
、
会
期
中
の
入

館
者
は
四
三
七
六
人
を
数
え
た
。
そ
し
て
四
月
か
ら
の
総
入
館
者

数
も
一
万
九
五
九
一
人
と
な
り
、
年
史
資
料
展
示
室
が
開
館
し
て

初
め
て
二
万
人
の
大
台
に
あ
と
一
歩
と
い
う
新
記
録
を
樹
立
し
た

の
で
あ
る
。

 

熊　

博
毅
（
く
ま　

ひ
ろ
き
・
学
術
情
報
事
務
局
次
長
）

髙橋大輔さんの等身大パネル


